
 
ドラム缶及びペール缶を使用した精油採取装置の開発 
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材料及び方法 

まとめ 

結論 

○ ２つの装置とも製作費が安価で、精油の採取が可能 
 
課題 

○ 精油の採取収率は、装置大は装置小より３割以上少ない（表‐４，５） 

○ 装置大での採取時間毎の精油採取量は、８時間経過時でも30mL 

  程度採取され、採取にかかる時間が長く、採取効率が悪い（図‐１） 

 
 
   

  より短時間で多くの精油が採取でき、かつ、精油の採取収率を高める 

  ための装置の改良が必要である 

結果 

図‐１ ドラム缶式による精油採取量と経過時間 
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背景 

 ○ 国産の精油への関心が高まり、需要が拡大している 

 ○ 現在のところ、嗜好品に利用が限られ高価である  
   
目的 

そこで、 

 ☆ 森林資源の有効活用と精油の需要拡大のため、 

  安価で効率的な精油採取装置を試作し、採取量 

  の実証と採取収率を検討した 

残材の状況 

アロマグッズ 

精油採取装置 

 ドラム缶等汎用部材を使用した大小２つの装置（装置大、装置小）を試作 

３ 材料の調製 
 同一林分に生育するヒノキから枝葉部を調達し、チッパー機で約1cmに粉砕 

ヒノキ枝葉部調達状況       チッパー機        約1cmに粉砕 

５ 精油の採取結果 

電熱ヒーター（200V、3KW） 
  

塩ビ管（VU75）を加工した冷却器  

表‐１ ドラム缶式装置製作費一覧 
  

【概要】 

★ ドラム缶の底部に電熱ヒーター 

 を取り付け、電気ポットのように直 

 接ヒーターで水を加熱する方式 

★ 塩ビ管にステンレス製自在管を 

  通し水を循環させた冷却器 

★ 製作費用は約１０万円 

１ 装置大：ドラム缶式精油採取装置（蒸留器容量：200L） 

 

【概要】 

★ 容量20Lのオープン式ペール缶 

 の底部に電熱ヒーターを取り付け、 

 電気ポットのように直接ヒーターで 

 水を加熱する方式 

★ 市販のガラス冷却管を使用 

★ 製作費用は約３万５千円 

表‐３ 蒸留試験の条件 
  

４ 精油の採取方法 

ペットボトルを改造し
た精油回収容器 
   （装置大用） 

材料をネットに詰め、蒸留 
釜へ格納  

・装置大、装置小を使用し精油を採取 

・装置大に40L、装置小に５Lの水を給水 

・材料をネットに詰め重量を測定後、蒸留釜

に隙間がないよう格納 

・装置大では４回蒸留し、１回当たりの蒸留

時間を８時間とし、装置小では２回蒸留し、１

回当たりの蒸留時間を３時間とした 

 

材料重量
（ｋｇ）

蒸留時間
（ｈ）

１回目 51 8

２回目 46 8

３回目 48 8

４回目 45 8

１回目 3.0 3

２回目 3.8 3

装置大

装置小

区分

小型メスシリンダを改 
造した精油回収容器 
  （装置小用） 

電熱ヒーター（１00V、750W） 
  

既成のガラス冷却管  

２ 装置小：ペール缶式精油採取装置（蒸留器容量：20L） 

 

表‐２ ペール缶式装置製作費一覧 
  

品目 価格（円） 規格

オープン式ドラム缶 33,000 鋼製200L、ボルトバンド式、塗装なし

電熱ヒーター 22,000 単相200V、３ＫＷ
ジョーゴ 500 φ １５ｃｍ、蒸気収集用
ステンレス製自在管 1,000 Ｌ＝１ｍ
塩ビ管＋キャップ２個 2,000 ＶＵ７５㎜、１ｍ
電源コード、コネクター 10,000 ３芯３０ｍ、２０Ａ、２５０Ｖ用
鉄製スタンド、クランプ 10,000 平台スタンド、両開きクランプ
装置建屋資材一式 15,000 波板、木材、ビス等
雑費 6,500 冷却用ゴムホース、ボンド等

計 100,000 （消費税抜き）

品目 価格（円） 規格

オープン式ペール缶 3,500 20Lメッキ
電熱ヒーター 5,000 100V、750Ｗ
ジョーゴ 500 φ １５ｃｍ、蒸気収集用
ガラス冷却管 10,000 ソックスレー用玉入冷却器
電源コード、スイッチ 2,000
鉄製スタンド、クランプ 7,000 平台スタンド、両開きクランプ
雑費 7,000 冷却用ゴムホース、ボンド等

計 35,000 （消費税抜き）

表‐４ ドラム缶式精油採取装置 
    による精油採取量 

表‐５ ペール缶式精油採取装置 
    による精油採取量 

材料重量
（kg）

精油量
（mL）

収率
（mL/kg）

１回目 51 360 7.1

２回目 46 317 6.9

３回目 48 352 7.3

４回目 45 393 8.8

平均値 47 356 7.5

材料重量
（kg）

精油量
（mL）

収率
（mL/kg）

１回目 3.0 42 14.0

２回目 3.8 36 9.5

平均値 3.4 39 11.7


